
中国（大連）において、日系企業の安全担当者等を対象に、日本の中央労働災害防止協会（中災防）
と中国政府傘下の安全生産科学研究院（安科院）の協力のもと、安全意識の高揚を目指し、ゼロ災害
運動の理念とその効果、また導入事例について情報を共有する場を提供します。なお、日本語と北京
語の同時通訳が付きますので、日本語・北京語の両言語に対応します。

ゼロ災運動とは

申込方法

人間尊重の理念に基づき、全員参加で安全衛生を先取りし、一切

の労働災害を許さずゼロ災害、ゼロ疾病を究極の目標に働く人々

全員が、それぞれの立場、持ち場で労働災害防止活動に参加し、

問題を解決するいきいきとした職場風土づくりをめざす運動です。

日本にけるお問合せ・申込み先

中央労働災害防止協会（中災防）
東京都港区芝5-35-2
TEL+81-3-3452-6297 FAX+81-3-3452-4596

E-mail：trajisha@jisha.or.jp

中国におけるお問合せ先

中国安全生産科学研究院（安科院）
北京市朝阳区北苑路32号院甲1号楼安全大厦
TEL8610-84911531 FAX8610-84911380

海外進出安全衛生情報交流会

ゼロ災運動の実践、現場への定着に向けて、
ともに考えませんか

カリキュラム・時間

2月17日開催

参加費

無料！

（日本国 厚生労働省 補助対象事業）

※詳細はHPに掲載

裏面の参加申込書を記入の上、2月10日（金）までにメールもしくは

ファクシミリにて中災防へお申込み下さい（複数申込可）。受付は先

着40名までとなります。なお、参加証は発行しませんので、当日は

本申込書を持参の上、9時30分までに会場へお越し下さい。

農耕機械を生産する日本のクボタ㈱は、中国やタイにおいて

もゼロ災運動の普及に努め、災害の減少などに大きな成果を

出しています（写真は、クボタ㈱宇都宮工場におけるKY活動

実践風景）。同社の子会社である久保田農業機械（蘇州）有

限公司によるゼロ災運動導入の事例発表を行います。

2017年2月17日（金） 中国・大連にて開催

導入事例発表

開催会場：大連アウリケア ホテル (大连奥利加尔大酒店)

沙河口区中山路418号(联合路与中山路交叉口西行200米)

※昼食は事務局でお弁当を準備します。

・「日本におけるゼロ災運動の理念とその効果」(中災防）」

・交流ワーク①（指差し呼称、指差し唱和等）（安科院）

・交流ワーク②（ＫＹＴ4ラウンド法）

・KY導入事例発表（クボタ農業機械（蘇州）有限公司）

・今後のゼロ災運動の普及に向けた参加者と中災防・安科院との

情報交流（グループ討議：「ゼロ災運をいかに現場に定着させる

か」を含む）

（受付 9:00～ 終了17:10）


